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早稲田大学法科大学院視察の概要

第１ 視察日時

平成２３年１２月１３日（火）午前９時４０分から午後零時１０分まで

第２ 場所

早稲田大学法務研究科（法科大学院）

第３ 出席委員等

滝法務副大臣，森文部科学副大臣，経済産業省経済産業政策局小宮審

議官（北神経済産業大臣政務官代理 ，伊藤委員，翁委員，久保委員，）

田中委員，萩原委員，丸島委員，司法研修所笠井事務局長（最高裁判所

事務総局菅野審議官代理 ，日本弁護士連合会若旅オブザーバー）

第４ 概要

１ 滝法務副大臣挨拶

２ 森文部科学副大臣挨拶

３ 法科大学院概要説明

石田研究科長，古谷教務主任より，別紙に基づき法科大学院の概要に

ついて説明があった。

４ 授業見学

３班に分かれて以下の授業を見学した（いずれも１年生必修科目 。）

○「憲法Ⅱ Ｒ」戸波江二教授

○「基礎民事訴訟法 Ｐ」加藤哲夫教授

○「民法Ｖ Ｓ」三林宏兼任講師（明治大学法科大学院教授）

５ 学生との懇談会

( ) 学生の出席者1

さん（３年生・未修・法学部出身）A

さん（３年生・未修・非法学部出身・社会人経験あり）B
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さん（３年生・既修・法学部出身）C

さん（２年生・未修・非法学部出身・社会人経験あり）D

さん（２年生・未修・非法学部出身）E

さん（２年生・既修・法学部出身）F

( ) 概要2

学部と法科大学院の違い，リーガルクリニック，法科大学院生の

数と司法試験合格者数，司法試験の問題，受験回数制限，司法試験

受験予備校の利用状況等について意見交換を行った。

６ 教員との懇談会

( ) 出席者（敬称略）1

鎌田 薫 早稲田大学総長（民法）

石田 眞 大学院法務研究科長（労働法）

古谷 修一 大学院法務研究科教務主任（国際公法）

榊原富士子 大学院法務研究科教授（実務家教員 （家族法））

日置 雅晴 大学院法務研究科教授（実務家教員 （行政法））

自見 武士 大学院法務研究科教授（実務家教員 （刑事法））

( ) 概要2

授業の工夫，学生や修了者へのサポート体制，未修者教育につい

て，司法試験の合格者の目標と現状，臨床系科目へより多くの学生

を参加させるための工夫，法曹志願者の減少等について意見交換を

行った。

７ 施設見学

自習室及び法廷教室の見学を行った。
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